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》
研
究
ノ
ー
ト
《
④ 

 
 

鎌
倉
に
あ
っ
た
温
泉
旅
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進
藤 

和
子 

は
じ
め
に 

鎌
倉
に
は
か
つ
て
温
泉
旅
館
が
十
軒
あ
ま
り
あ
っ

た
。
温
泉
と
い
っ
て
も
温
度
の
低
い
冷
鉱
泉
で
、
湯
船

か
ら
溢
れ
出
す
掛
け
流
し
で
は
な
く
、
湧
出
量
の
少
な

い
湯
で
あ
る
。
開
業
時
期
は
、
主
に
明
治
末
か
ら
昭
和

中
期
で
、
若
き
文
化
人
の
集
う
場
に
も
な
り
、
地
元
の

人
々
が
憩
う
温
泉
で
も
あ
っ
た
。 

う
す
茶
色
で
、
イ
オ
ウ
の
香
り
が
ほ
の
か
に
す
る
、

肌
が
す
べ
す
べ
す
る
湯
と
い
う
証
言
も
残
る
湯
は
、
温

泉
街
を
つ
く
る
こ
と
な
く
、
五
つ
の
地
域
に
点
在
し
て

い
た
。
温
泉
旅
館
は
な
く 

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
も
、
自
然
湧
出
し

手
で
触
れ
て
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
る
場
所

も
残
っ
て
い
る
。 

      

 

１ 

鎌
倉
の
温
泉
利
用
の
時
代
背
景 

明
治
の
初
頭
、
西
洋
医
学
が
公
式
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
が
、
医
療
機
関
も
少
な
く
、
衛
生
観
念
も
広
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
折
、
疾
患
の
予
防
・
治
療
や
保
養

の
た
め
の
転
地
を
提
唱
し
た
の
が
１
８
７
６
（
明
治

９
）
年
に
政
府
が
招
へ
い
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
ベ
ル
ツ

で
あ
る
。
そ
の
場
所
は
、
高
原
で
の
森
林
浴
・
温
泉
地

の
温
泉
湯
治
・
海
浜
で
の
海
水
浴
（
温
浴
・
冷
浴
）
な

ど
で
あ
っ
た
。 

ベ
ル
ツ
は
、
「
鎌
倉
は
海
洋
性
気
候
を
利
用
し
た
保

養
地
に
適
し
て
い
る
」
と
、
鎌
倉
に
海
水
浴
場
の
開
設

を
す
す
め
た
。
そ
の
開
設
に
は
、
鎌
倉
と
縁
の
深
い
内

務
省
衛
生
局
局
長
の
長
与
専
齋
や
、
幕
末
に
藩
医
で
あ

り
な
が
ら
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
松
本
順
な
ど
が
か
か

わ
っ
た
。
皇
族
、
華
族
、
政
財
界
人
、
軍
人
、
文
化
人

な
ど
、
多
く
の
人
々
が
保
養
に
訪
れ
、
別
荘
を
建
て
る

な
か
、
１
８
８
７
（
明
治
２
０
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の

が
由
比
ガ
浜
に
あ
っ
た
海
浜
院
で
あ
る
。
塩
化
物
泉
と

同
様
な
成
分
と
効
能
が
期
待
で
き
、
戦
前
ま
で
温
泉
と

さ
れ
て
い
た
海
水
を
温
め
て
入
浴
す
る
潮
湯
は
、
こ
こ

か
ら
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。 

 

２ 

泉
質
と
湧
出
の
地
層
に
つ
い
て 

 

地
元
の
人
か
ら
は
「
鎌
倉
は
、
掘
れ
ば
温
泉
が
で
る
」 

と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
水
道
が
引
か
れ
る
以
前

の
、
生
活
水
が
不
足
し
て
い
た
時
代
に
掘
り
抜
き
井
戸

を
掘
る
と
、
ほ
ん
の
り
色
が
つ
い
た
水
が
湧
出
す
る
こ

と
が
各
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
水
が
温
泉
成
分
を
含
ん
だ

水
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。 

温
泉
旅
館
の
建
て
ら
れ
た
主
な
場
所
は
、
海
岸
か
ら

約
２
．
５
～
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
内
陸
の
谷
戸
と
呼
ば

れ
る
山
際
で
、
海
辺
は
１
か
所
と
な
っ
て
い
る
。 

泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
‐
炭
酸
水
素
塩
泉
（
旧
純
重

曹
泉
）
ま
た
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
‐
炭
酸
水
素
塩
・
塩
化

物
泉
（
旧
含
食
塩-

重
曹
泉
）
で
あ
る
。
成
分
分
析
結

果
や
証
言
か
ら
、
炭
酸
水
素
（
重
曹
）
は
、
鎌
倉
一
帯

の
温
泉
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
泉
色
は
褐
色
透
明
。

イ
オ
ウ
臭
を
持
つ
場
合
も
あ
り
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
。
湧

出
温
度
は
、
ほ
と
ん
ど
が
１
５
℃
～
１
９
℃
ほ
ど
で
冷
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鉱
泉
に
属
す
る
。
湧
出
地
の
海
抜
は
３
～
３
４
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
で
、
湧
出
量
は
、
毎
分
０
．
１
～
４
リ
ッ
ト
ル

と
多
く
は
な
い
。
湧
出
深
度
は
、
地
表
に
自
然
湧
出
ま

た
は
掘
削
深
度
地
下
５
メ
ー
ト
ル
以
内
と
浅
い
。 

こ
の
温
泉
を
育
む
地
層
は
、
湧
出
地
の
地
表
か
ら
、

５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
厚
さ
（
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
）

を
形
成
し
て
い
る
腐
植
質
層
（
ピ
ー
ト
層
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
縄
文
後
期
、
弥
生
時
代
初
期
頃
か
ら
海
退
が
始

ま
り
、
湿
地
に
生
え
て
い
た
葦
や
草
や
根
が
腐
食
し
て

で
き
た
フ
ミ
ン
酸
を
含
む
有
機
資
材
が
、
堆
積
し
て
で

き
た
フ
カ
フ
カ
と
し
た
黒
土
の
よ
う
に
見
え
る
腐
植

質
（
土
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
炭
酸
水
素
（
重
曹
）
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
湯
の
色
が
褐
色
を
し
て
い
る
の

も
フ
ミ
ン
酸
に
由
来
し
て
お
り
、
１
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

で
あ
る
が
イ
オ
ウ
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

こ
の
腐
植
質
層
の
下
、
５
～
２
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

は
、
シ
ル
ト
層
（
化
石
化
し
て
い
な
い
貝
殻
が
砂
土
に

混
じ
る
）
と
砂
岩
泥
岩
互
層
（
粒
が
砂
よ
り
小
さ
く
粘

土
よ
り
も
大
き
い
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
よ
そ
二
百
万

年
か
ら
一
万
年
前
に
掛
け
て
海
進
や
海
退
が
繰
り
返

さ
れ
、
海
や
河
口
に
生
息
し
て
い
た
貝
や
魚
類
の
遺
骸

が
底
に
沈
み
、
そ
の
上
に
土
砂
が
流
入
し
て
陸
地
化
し

た
層
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
硬
い
帯
水
層
が
あ
る
。
こ

こ
ま
で
が
沖
積
層
で
、
鎌
倉
で
は
深
い
所
で
３
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
更
に
そ
の
下
に
、

最
近
命
名
さ
れ
た
チ
バ
ニ
ア
ン
も
堆
積
す
る
洪
積
世

地
層
が
あ
る
。
（
参
考
資
料
『
永
福
寺
跡
（
平
成
３
年 

【
地
質
柱
図
】 

 

        

度
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
）』『
神
奈
川
県
地
盤
地
質
報

告
（
１
９
７
１
年
）』『
水
の
出
る
街
大
船
』）。 

こ
の
よ
う
に
地
層
の
上
部
か
ら
湧
く
鎌
倉
の
温
泉

は
、
非
火
山
性
の
温
泉
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
海
の
近 

く
で
あ
る
の
に
、
同
類
の
海
水
が
地
殻
変
動
で
地
中
深

く
閉
じ
込
め
ら
れ
て
で
き
た
化
石
海
水
（
主
に
塩
化
物

泉
）
と
異
な
り
塩
分
が
少
な
い
泉
質
で
あ
る
。 

 

３ 

か
つ
て
あ
っ
た
温
泉
に
つ
い
て 

鎌
倉
で
温
泉
旅
館
や
温
泉
銭
湯
が
営
ま
れ
て
い
た

場
所
は
、
鎌
倉
市
の
丘
陵
際
で
は
北
西
部
か
ら
山
崎
、

寺
分
（
て
ら
ぶ
ん
）
、
南
東
に
向
か
い
扇
ガ
谷
、
二
階

堂
、
十
二
所
、
海
岸
際
で
は
由
比
ガ
浜
で
あ
る
。 

①
山
崎
、
寺
分
地
域 

鎌
倉
市
の
北
西
に
位
置
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
大
船
駅
と 

湘
南
江
ノ
島
駅
を
結
ぶ
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
富
士
見

町
駅
～
湘
南
深
沢
駅
間
に
あ
る
丘
陵
の
西
側
に
あ
た

る
。
山
崎
地
区
の
温
泉
旅
館
は
山
崎
園
一
軒
。
寺
分
に 

         は
『
深
沢
の
散
歩
道
』
に
よ
る
と
陣
出
園
、
神
明
温
泉
、

神
田
温
泉
と
い
う
三
軒
の
温
泉
旅
館
が
あ
っ
た
。
山
崎

と
寺
分
の
両
者
の
距
離
は
、
田
畑
続
き
で
１
キ
ロ
ほ
ど

し
か
離
れ
て
お
ら
ず
隣
接
し
て
い
る
。 

『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
（
江
戸
後
期
調
査
）
の

「
山
崎
村
」
の
項
に
「
〇
小
名
△
熱
海 

阿
多
美 

こ

の
地
の
田
間
よ
り
温
泉
沸
騰
す
、
さ
れ
ど
常
は
冷
に
し

て
（
後
略
）」、
続
い
て
「
△
湯
之
本 

こ
の
地
に
も
温

湯
あ
り
、
熱
海
に
同
じ
」
と
あ
る
。
熱
海
は
寺
分
、
湯

之
本
は
山
崎
の
小
名
で
あ
り
、
両
地
区
と
も
江
戸
時
代

以
前
か
ら
、
田
の
中
に
温
泉
が
湧
出
し
て
い
た
と
推
測

で
き
る
。 

●
山
崎
の
温
泉 

✤ 

山
崎
園
（
詳
し
く
は
後
述
）
。
営
業
期
間
／
○開
１

９
１
０
（
明
治
４
３
）
年
、
○閉
不
明
。
泉
質
／
不
明
。

浴
室
／
大
浴
場
、
家
族
風
呂
。
館
内
施
設
等
／
本
館
、

離
れ
、
散
策
路
。 

●
寺
分
の
温
泉 

大船 1 丁目海抜 12ｍ地点 

『水の出る町大船』より図
を作成 
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山
が
迫
る
泣
き
塔
の
前
の
田
か
ら
湧
出
し
て
い
た

源
泉
を
、
櫓
を
組
ん
で
手
押
し
ポ
ン
プ
で
上
げ
て
配
湯

し
て
い
た
。
泣
き
塔
の
西
隣
に
陣
出
温
泉
、
東
隣
に
神

明
温
泉
が
あ
り
、
神
田
温
泉
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

共
に
大
正
期
に
創
業
し
、
１
９
４
２
（
昭
和
１
７
）
年

に
海
軍
工
廠
に
接
収
さ
れ
廃
業
し
た
。
こ
の
時
に
一
帯

の
低
い
丘
陵
を
崩
し
て
道
路
に
し
地
形
が
変
わ
っ
た
。 

✤ 

陣
出
温
泉
。
営
業
期
間
／
○開
大
正
期
、
○開
１
９
４

２
（
昭
和
１
７
）
年
。
泉
質
／
不
明
。
浴
室
／
不
明
。

館
内
施
設
等
／
木
造
平
屋
建
て
２
棟
。
自
炊
設
備
。
湯

治
客
が
多
く
、
料
理
を
売
る
出
店
も
来
た
。
ま
た
「
リ

ヤ
カ
ー
に
乗
っ
て
湯
治
に
来
た
人
が
、
歩
い
て
帰
っ

た
」
と
い
う
効
能
を
う
か
が
わ
せ
る
話
も
残
っ
て
い
る
。 

✤ 

神
明
温
泉
。
営
業
期
間
／
○開
大
正
期
、
○閉
１
９
４

２
（
昭
和
１
７
）
年
。
泉
質
／
不
明
。
浴
室
／
不
明
。

館
内
施
設
等
／
木
造
二
階
建
て
。
遊
興
客
も
多
く
「
芸

者
さ
ん
が
来
て
宴
会
を
し
て
い
た
の
を
、
子
ど
も
の
頃

木
に
登
っ
て
見
た
こ
と
が
あ
る
」
「
地
域
の
催
事
の
際

に
は
近
所
の
婦
人
な
ど
を
入
浴
さ
せ
て
い
た
」（
聞
き

取
り
に
よ
る
）
。

接
収
後
に
大
慶

寺
前
に
移
転
し

て
昭
和
２
０
年

ま
で
銭
湯
と
旅

館
を
営
業
し
て

い
た
。 

 

②
扇
ガ
谷
地
域 

亀
ガ
谷
坂
と
呼
ば
れ
る
切
通
し
近
く
に
、
明
治
の
後

半
に
米
新
亭
（
こ
め
し
ん
て
い
）
、
養
気
園
、
香
風
園

が
開
業
し
、
横
須
賀
線
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
っ
た
反
対
側
に
、

個
人
使
用
で
あ
る
養
明
泉
と
い
う
湯
が
湧
い
て
い
た
。 

✤ 

要
山
温
泉
・
香
風
園
（
詳
し
く
は
後
述
）
。
営
業

期
間
／
○開
１
９
１
１
（
明
治
４
４
）
年
頃
○閉
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
頃
。
泉
質
／
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

硫
酸
イ
オ
ン
・
硫
黄
な
ど
が
含
ま
れ
、
温
泉
法
の
鉱
泉

に
該
当
。
泉
色
／
茶
色
。
浴
室
／
地
下
に
、
小
さ
な
洞

窟
の
温
泉
と
タ
イ
ル
の
真
水
の
浴
槽
が
あ
っ
た
。
館
内

施
設
等
／
２
階
建
て
。
１
５
室
。
敷
地
面
積
／
不
明
（
昭

和
末
の
資
料
に
よ
る
）。 

✤ 

養
気
園
。
○開
明
治
末
期
、
○閉
大
正
（
詳
細
不
明
）。

米
新
亭
の
近
く
に
あ
っ
た
。
『
現
在
の
鎌
倉
』
１
９
１

２
（
明
治
４
５
）
年
に
「
園
内
に
鉱
泉
湧
出
し
、
諸
病

に
特
効
あ
り
」
の
広
告
が
あ
る
。 

✤ 

天
神
湯
・
米
神
亭
（
こ
め
し
ん
て
い
）。
営
業
期

間
／
○開
１
８
８
８
（
明
治
２
１
）
年
、
○閉
１
９
３
９
（
昭

和
１
４
）
年
。
泉
質
／
不
明
。
多
量
の
炭
酸
を
含
む
（『
日

本
海
陸
漫
遊
の
栞
』
）
。
源
泉
は
３
７
年
前
に
埋
め
た
。

泉
色
／
白
く
薄
く
濁
る
、
黒
っ
ぽ
い
な
ど
日
に
よ
っ
て

変
化
。
浴
室
／
鉄
の
五
右
衛
門
風
呂
と
木
の
浴
槽
。
ど

ち
ら
も
大
き
く
は
な
い
（
聞
き
取
り
に
よ
る
）。
効
能

／
胃
腸
病
、
皮
膚
病
、
汗
疹
な
ど
。
敷
地
面
積
／
不
明
。

館
内
施
設
等
／
木
造
二
階
建
て
。
客
室
１
４
室
。
扇
ガ

谷
・
小
町
・
大
町
・
雪
ノ
下
か
ら
の
日
帰
り
客
も
多
く
、

食
事
も
提
供
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
八
車
で
温
泉
水
を

運
び
に
来
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る
。
小
山
内
薫
、

三
好
達
治
、
海
音
寺
潮
五
郎
な
ど
が
滞
在
し
、
大
岡
昇

平
は
女
将
か
ら
小
遣
い
を
借
り
て
、
街
に
遊
び
に
行
っ

て
い
た
と
い
う
逸
話
も
残
る
。

 

✤ 

養
生
院
・
養
明
荘
。
営
業
期
間
／
○開
明
治
中
期
又

は
大
正
期
。
○閉
（
平
成
初
期
）
。
泉
質
／
炭
酸
水
素
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
メ
タ
珪
酸
な
ど
が
含
ま
れ
温
泉
法
の
鉱
泉

に
該
当
（
重
曹
泉
に
近
い
）
。
浴
室
館
内
施
設
等
／
不

明
。
清
川
病
院
所
有
で
、
温
泉
は
明
治
期
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
で
温
泉
水
を
病
院

へ
運
搬
し
患
者
の
症
状
改
善
に
使
用
し
た
時
期
も
あ

る
。 ③

二
階
堂
地
域 

 

二
階
堂
の
永
福
寺
跡
付
近
に
湧
出
し
て
い
る
。 

✤ 

永
福
荘
（
よ
う
ふ
く
そ
う
）
。
営
業
期
間
／
○開
１

９
３
１
（
昭
和
６
）
年
、
○閉
１
９
３
５
（
昭
和
１
０
）

年
。
泉
質
／
不
明
。
浴
室
／
１
か
所
で
男
女
交
代
で
使

用
。
館
内
施
設
等
／
木
造
二
階
建
て
。
池
の
上
に
離
れ

寺分地区に垂れ流しで湧出
している温泉。かすかにイオ
ウの香りがする 

背後に旅館が見える、 

米新亭の庭に立つ主人。 
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現在はわずかに湧出

している 

あ
り
。
閉
館
後
、
軍
需
工
場
に
な
り
後
に
、
松
竹
の
寮

に
な
る
。
温
泉
使
用
時
期
は
不
明
。
源
泉
は
敷
地
の
東

北
隅
に
あ
っ
て
、
１
０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
噴
気
抜
き
の

煙
突
が
あ
っ
た
。
史
跡
調
査
の
記
録
作
成
後
に
埋
め
た
。

 

✤
あ
ら
め
湯 

永
福
寺
跡
と
道
を
隔
て
た
二
階
堂
川
の
川
底
か
ら

湧
出
。
泉
質
／
含
食
塩-

重
曹
泉
。
泉
温
／
１
５
．
５

度
・
湧
出
量
１
．
５
リ
ッ
ト
ル
／
分
。
風
致
地
区
に
つ

き
未
使
用
。
現
在
は
川
床
に
あ
る
土
管
か
ら
自
然
湧
出

し
て
お
り
湯
の
花
が
確
認
で
き
る
。 

④
十
二
所
地
域 

五
大
堂
明
王
院
の
門
前
、
浄
明
寺
地
区
と
十
二
所
地

区
の
境
界
に
あ
る
泉
水
橋
の
北
東
約
１
５
０
メ
ー
ト

ル
に
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
で
は
、
井
戸
を
掘
っ
て
田
ん

ぼ
へ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
稲
が
育
ち
過
ぎ
た
の
で
分
析
し

た
ら
温
泉
だ
っ
た
と
い
う
話
も
伝
わ
る
。
ま
た
、
『
十

二
所
地
誌
新
稿
』
に
は
、
山
の
上
に
（
明
王
院
よ
り
辰

巳
の
方
角
に
あ
る
）
祀
っ
た
弁
財
天
の
近
く
を
掘
っ
た

ら
、
鉱
泉
が
出
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。 

✤ 

十
二
所
園
。
営
業
期
間
／
○開
１
９
２
０
（
大
正
９
）

年
頃
、
○閉
１
９
４
２
（
昭
和
１
７
）
年
。
泉
質
／
重
曹

泉
。
暗
褐
色
透
明
。
浴
室
／
薪
で
沸
か
し
て
貯
湯
槽
に

溜
め
、
随
時
浴
槽
へ
流
し
て
い
た
。
館
内
施
設
等
／
敷

地
約
３
０
０
坪
。
木
造
二
階
建
て
、
広
間
２
室
。
客
室

３
室
お
よ
び 

離
れ
。
銭
湯 

と
し
て
も
営

業
（
弁
天
湯

と
も
呼
ば
れ

て
い
た
）。
遊

興
客
だ
け
で

な
く
、
近
隣 

住
民
や
小
坪
（
逗
子
）
の
漁
師
も
歩
い
て
や
っ
て
来
た

と
い
う
。
廃
業
後
も
敷
地
内
の
土
管
か
ら
湯
が
溢
れ
、

汲
み
に
来
る
人
も
い
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
湧
出
量

が
減
少
し
、
現
在
は
土
管
の
底
に
わ
ず
か
に
溜
ま
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。 

⑤
由
比
ガ
浜
地
域 

由
比
ヶ
浜
海
岸
か
ら
道
路
を
隔
て
向
か
い
側
に
あ

っ
た
。 

✤ 

由
比
ヶ
浜
ホ
テ
ル
。
営
業
期
間
／
○開
１
９
５
６

（
昭
和
３
１
）
年
、
○閉
１
９
７
６
（
昭
和
５
１
）
年
。

泉
質
／
含
食
塩
‐
重
曹
泉
。
赤
褐
色
で
石
油
臭
あ
り
。

浴
室
／
不
明
。
館
内
施
設
等
／
海
水
浴
客
が
利
用
す
る

旅
館
で
あ
っ
た
。
詳
細
不
明
。
次
の
持
ち
主
が
雑
用
水

と
し
て
使
用
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
が
、
現
在
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
、
源
泉
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

４ 

要
山
香
風
園
に
つ
い
て 

①
香
風
園
と
田
中
智
学 

扇
ガ
谷
の
亀
ガ
谷
坂
に
１
８
９
７
（
明
治
３
０
）
年

に
仏
教
家
で
あ
る
田
中
智
学
が
、
研
学
述
作
の
場
と
し

て
「
師
子
王
文
庫
」
を
造
っ
た
。
萱
山
で
あ
っ
た
土
地

を
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
近
く
に
あ
っ
た
温
泉
旅

館
米
新
亭
を
訪
れ
様
子
を
聞
い
て
い
る
。
十
年
余
り
研

鑽
の
場
と
し
て
い
た
が
、
１
９
１
１
（
明
治
４
４
）
年

に
「
香
風
園
」
と
名
づ
け
た
庭
園
と
温
泉
を
愉
し
め
る

遊
覧
の
場
を
開
い
た
。
間
も
な
く
温
泉
は
「
旭
館
」
と

い
う
旅
館
と
な
り
、
宿
泊
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
雑
誌
発
行
の
資
金
調
達
の

た
め
萩
原
長
吉
に
売
却
。
以
降
、
経
営
者
の
変
遷
は
あ

っ
た
が
、
平
成
ま
で
香
風
園
の
名
は
引
き
継
が
れ
、
鉱

泉
の
湧
く
料
理
旅
館
と
し
て
続
い
た
。 

田
中
智
学
は
、
温
泉
湧
出
に
関
し
て
、『
鎌
倉
日
記
』

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

「
飲
料
水
の
良
い
の
を
得
る
目
的
で
掘
っ
た
の
が
、
一

丈
二
三
尺
掘
っ
た
ら
ば
、
岩
の
欠
け
目
か
ら
非
常
な
勢

い
で
、
噴
出
し
て
来
た
の
で
、
掘
っ
て
い
る
者
が
命
か

ら
が
ら
上
に
あ
が
っ
て
来
る
と
い
う
勢
い
で
噴
き
出

し
た
、
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
緑
色
を
帯
び
た
水
で
、
妙

写真右上の大きな二階建ての建物と左

側の小さな別棟の数棟が「永福荘」と思

われる。（「永福寺跡発掘報告書」より） 

写真は永福寺跡発掘調査主任福田誠氏

にご提供いただく。 
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な
臭
気
が
あ
っ
た
、
ど
う
も
飲
料
水
に
は
な
ら
な
い
が
、

何
か
含
有
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
衛
生
試
験

場
に
持
た
せ
て
や
っ
た
ら
、
硫
黄
分
を
含
ん
だ
マ
ン
ガ

ン
鉄
を
含
有
し
た
水
だ
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を
機

械
で
上
に
あ
げ
て
、
風
呂
に
焚
く
よ
う
に
な
っ
て
、
そ

の
水
に
天
乳
泉
（
天
福
泉
と
も
）
と
い
う
名
を
つ
け
て
、

今
も
っ
て
香
風
園
で
そ
れ
を
浴
療
養
に
使
っ
て
い
る
」 

こ
れ
は
、
庭
を
造
り
、
重
玄
洞
と
名
づ
け
た
ヤ
グ
ラ
（
矢

倉
）
の
中
を
良
い
飲
料
水
を
得
る
た
め
掘
っ
て
い
た
際

に
湧
出
し
た
と
き
の
様
子
を
書
い
た
も
の
。
こ
れ
に
よ

る
と
掘
削
深
度
は
３
メ
ー
ト
ル
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
、
湧

出
量
も
多
い
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
自
身
も
温
泉
湯

治
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
療
養
泉
と
し
て
入
浴
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
泉
質
は
鎌
倉
一
帯
の

炭
酸
水
素
（
重
曹
）
を
含
ん
だ
温
泉
と
同
様
と
推
測
で

き
る
。 

温
泉
を
療
養
に
使
用
す
る
こ
と
に
効
果
も
体
感
し
、

鎌
倉
経
済
発
展
の
要
素
と
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た

と
思
え
る
事
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
１
８
９
７

（
明
治
３
０
）
年
に
有
志
の
会
合
で
、
気
候
風
土
の
良

さ
を
利
用
し
た
病
院
誘
致
を
あ
げ
た
。
そ
の
候
補
地
の

選
択
案
で
、
「
先
ず
試
み
に
、
そ
の
地
点
を
今
の
（
扇

ガ
谷
）
梅
が
谷
に
選
ぶ
が
い
い
。
あ
の
田
の
中
か
ら
一

種
の
鉱
泉
が
出
る
が
、
そ
れ
ら
も
利
用
し
て
鉱
泉
浴
も

や
り
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
田
中
智
学
と
温
泉
に
つ
い

て
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

研
学
の
場
師
子
王
文
庫 

 
 

温
泉
が
湧
出
し
た
重
玄
洞 

（
写
真
提
供 

国
柱
会
） 

②
文
化
人
が
多
く
集
う
場
所
と
し
て
の
香
風
園 

鎌
倉
は
多
く
の
作
家
や
俳
人
な
ど
文
化
人
が
、
作
品

の
構
想
を
練
り
、
心
身
を
い
や
す
場
で
も
あ
っ
た
。
香

風
園
の
み
な
ら
ず
、
米
新
亭
、
海
浜
ホ
テ
ル
な
ど
の
名

が
そ
の
日
記
や
作
品
に
登
場
し
、
鎌
倉
の
旅
館
の
姿
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
。

 

香
風
園
に
関
し
て
挙
げ
て
み
る
と
、
里
見
弴
が
『
多

情
仏
心
』
を
、
川
端
康
成
が
『
千
羽
鶴
』
を
執
筆
し
て

い
る
。
久
米
正
雄
、
大
佛
次
郎
も
定
宿
と
し
て
い
た
。

近
く
に
あ
っ
た
歌
人
内
山
英
保
の
冬
柏
山
房
を
度
々 

訪
れ
た
与
謝
野
寛
、
晶
子
夫
妻
や
徳
富
蘇
峰
夫
妻
も
食

事
や
宿
泊
に
利
用
し
て
い
る
。
詩
人
・
俳
人
で
は
北
原

白
秋
が
家
族
と
正
月
元
旦
に
宿
泊
、
中
村
憲
吉
、
久
保

田
万
太
郎
な
ど
が
宿
泊
し
て
作
品
を
残
し
て
い
る
。
ま

た
料
理
を
食
べ
、
温
泉
に
入
り
、
会
合
の
場
に
な
っ
た

こ
と
は
、
文
芸
誌
「
文
苑
」
や
政
界
の
機
関
誌
「
民
政
」

の
記
事
か
ら
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
句
会
の
記

録
と
し
て
徳
川
無
声
の
日
記
に
、
秦
豊
吉
、
久
米
正
雄
、

久
保
田
万
太
郎
、
渋
沢
秀
雄
な
ど
と
「
い
と
う
句
会
」

を
催
し
た
と
あ
る
。 

 ５ 

天
神
山
山
崎
園
に
つ
い
て 

①
山
崎
園
の
開
業
と
温
泉
湧
出 

天
神
山
温
泉
・
山
崎
園
と
称
し
て
、
北
野
天
神
と
呼

ば
れ
る
天
神
山
の
西
麓
に
あ
っ
た
。
開
業
は
１
９
１
０

（
明
治
４
３
）
年
で
、
創
業
者
は
宮
亀
年
（
み
や
き
ね

ん
）
。
敷
地
面
積
は
田
畑
が
一
千
坪
、
山
林
が
三
千
坪

ほ
ど
と
言
わ
れ
る
。
山
林
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
が
鎌
倉 

市
の
所
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
広
告
の
宣
伝
文
に
は
ラ

ジ
ウ
ム
を
含
む
温
泉
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
黒
い
湯
を

ラ
ジ
ウ
ム
泉
と
言
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
、
本
来
の

泉
質
は
、
重
曹
泉
又
は
含
食
塩
重
曹
泉
と
思
わ
れ
る
。

掘
削
深
度
も
不
明
で
あ
る
が
、
田
に
湧
い
て
い
た
と
い

昭和の香風園のスケッチ画。前に庭が

広がり、背後の山には見晴らし台があ

る。作者不明（逗子 鈴木文夫氏所蔵） 
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う
証
言
か
ら
も
、
さ
ほ
ど
深
く
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
。 

創
業
者
の
宮
亀
年
は
、
主
に
石
碑
に
文
字
を
刻
む
刻

彫
家
で
あ
っ
た
。
東
京
芝
金
杉
に
店
を
構
え
て
い
た
が
、

温
泉
経
営
の
た
め
に
六
十
五
歳
で
、
山
崎
に
転
居
し
て

い
る
。
七
十
四
歳
で
没
し
、
墓
は
鎌
倉
円
覚
寺
塔
頭
の

墓
所
に
あ
る
。 

開
業
の
経
緯
は
、
刻
彫
の
話
で
鎌
倉
を
訪
れ
た
際
に
、

北
野
天
神
下
に
鉱
泉
が
湧
出
し
て
い
る
の
で
、
温
泉
地

と
し
て
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
す
ぐ
に

当
時
の
深
沢
村
村
長
と
話
を
詰
め
、
東
京
在
住
の
四
人

の
協
力
者
を
得
て
二
十
五
年
間
の
地
上
権
借
用
の
登

記
を
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
江
ノ
島

電
気
鉄
道
社
長
の
雨
宮
敬
次
郎
も
「
鉱
泉
が
出
る
か
も

し
れ
な
い
と
目
を
つ
け
て
い
た
」
と
賛
意
を
示
し
て
い

る
（
「
石
工
・
宮
亀
年
の
生
涯
と
事
績
」
）
。 

ま
た
『
鎌
倉
こ
ど
も
風
土
記
』
に
は
、
「
湯
の
掘
り

抜
き
井
戸
は
線
路
（
国
鉄
の
引
き
込
み
線
）
を
越
し
た

田
ん
ぼ
の
中
に
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
」
、「
明
治
に
な
っ

て
燃
え
る
水
が
あ
る
と
い
う
の
で
検
査
を
し
た
結
果
、

ラ
ジ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
だ
っ
た
と
い

う
」
、「
源
頼
朝
の
隠
し
湯
で
あ
っ
た
、
多
く
の
負
傷
し

た
武
将
が
手
当
て
を
行
っ
た
。
田
ん
ぼ
の
中
の
水
が
傷

を
治
す
の
に
よ
い
と
村
人
た
ち
が
雁
番
屋
を
建
て
た
」

と
い
う
記
述
が
み
え
る
。 

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
横
浜
市
港
北
区
綱
島
に

鉱
泉
が
発
見
さ
れ
る
と
、
客
足
が
鈍
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
設
備
投
資
は
援
助
者
か
ら
の
借
金
に
頼
る

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
９
１
７
（
大
正

六
）
年
頃
に
経
営
を
東
京
在
住
の
鏑
木
銀
次
郎
に
引
き

渡
し
た
。 

 

②
絵
は
が
き
か
ら
見
る
山
崎
園 

 

   
 

  

      

 
 

ま
と
め 

現
在
の
鎌
倉
は
、
鎌
倉
幕
府
所
縁
の
場
所
や
寺
社
巡

り
を
愉
し
め
る
観
光
地
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
温
泉

は
、
一
つ
の
温
泉
文
化
を
生
み
、
文
化
人
の
作
品
や
日

記
に
記
録
が
残
り
、
人
々
の
話
題
に
登
る
こ
と
も
あ
る
。

現
在
で
も
、
寺
分
に
自
由
に
汲
む
こ
と
が
出
来
る
温
泉

井
戸
が
あ
り
、
二
階
堂
で
は
僅
か
で
あ
る
が
、
湧
出
を

目
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
平
成
に
は
、
日
帰
り
施
設

で
あ
る
が
、
同
様
な
泉
質
の
稲
村
ヶ
崎
温
泉
も
開
業
し

た
。
掘
れ
ば
湧
出
す
る
で
あ
ろ
う
鎌
倉
の
温
泉
は
、
現

在
も
地
中
に
眠
っ
て
い
る
。 

（
謝
辞
）
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究
所
、
各
温
泉
湧
出

地
で
証
言
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。（
注
）
泉
質
は
旧
泉
質
名
で
表
記
。 

 
 
 
 
 

進
藤
和
子 

日
本
温
泉
地
域
学
会
所
属 

 

（写真右上）温泉は、田の中に櫓を組んで井戸のように汲
み上げている。櫓の傍に大きな浴場があり、やや高台にあ
る客室と思われる建物から長い渡り廊下が造られている。
（写真左上）建物の背後の山に向って「天神山弘法大師八
十八か所」があり男坂と女坂がある。（写真左下）霊場名と
寄進者の住まいを刻んだ高さ 50cm ほどの角柱をたどって
散策できた。 

 

櫓が高く組み立てられ、当時は

東海道線からも目を引いた。 
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ハリマヤ広告「金栗マラソン足袋」 

第 7 回・第 10 回プログラムより 

 

 

第 3 回大会審判長 金栗四三氏による 

講評 昭和 23 年（1948）11 月 23 日 

 

第 4回大会 現在の大巧寺前におかれた速報板に 

見入る人たち  昭和 24 年（1949）11 月 23 日 

 

》
ミ
ニ
展
示
報
告 

平
成
三
十
年
度
《 

 
鎌
倉
駅
伝 

―
全
国
都
道
府
県
対
抗
鎌
倉
一
周
継
走
大
会
の
歴
史
― 

 
 

【
会
期
】
平
成
３
１
年
（
２
０
１
９
）
３
月 

【
会
場
】
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
１
階 

 

展
示
概
要 

戦
後
間
も
な
い
昭
和
２
１
年
（
１
９
４
６
）
秋
、
イ

ン
フ
レ
と
食
糧
危
機
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
た
鎌
倉

で
、
「
元
気
を
出
す
に
は
マ
ラ
ソ
ン
が
一
番
」
と
全
国

か
ら
ラ
ン
ナ
ー
を
集
め
て
鎌
倉
一
周
継
走
大
会
が
行

わ
れ
た
。
鎌
倉
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
巨
福
呂
坂

―
山
ノ
内
―
大
船
（
大
船
病
院
入
口
・
現
フ
ジ
ス
ー
パ

ー
前
交
差
点
を
左
折
）
―
鎌
倉
山
―
龍
口
寺
前
―
七
里

ヶ
浜
―
稲
村
ヶ
崎
―
由
比
ヶ
浜
―
市
役
所
前
を
３
周

す
る
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
（
第
１
回
目
は
別
コ
ー
ス
） 

第
１
走
者
は
１
周
、
第
２
・
第
３
走
者
は
鎌
倉
山
で

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
（
第
２
回
は
深
沢
郵
便
局
前
）
、
第

４
走
者
が
ま
た
１
周
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
大
会
は
毎
年
１
１
月
２
３
日
（
第
１
回
は
１
０

月
２
７
日
、
第
９
回
は
１
２
月
３
日
、
第
１
９
回
は
１

２
月
１
３
日
）
に
行
わ
れ
、
昭
和
４
２
年
（
１
９
６
７
）

第
２
２
回
大
会
ま
で
続
い
た
。 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

                          

コ
ー
ス
概
略
図
（
第
９
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
） 

鎌
倉
市
役
所
（
現
在
の
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
前

を
ス
タ
ー
ト
・
中
継
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
、
反
時
計
回

り
に
３
周
す
る
コ
ー
ス
。
４
区
間
全
長
５
２
．
８
キ
ロ
。 

             
 大

会
の
様
子 

        

プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙

（
抜
粋
） 

鎌倉山中継 
   ↓ 

↑ 
鎌倉市役所 
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第
８
回 

金
栗
賞
朝
日
マ
ラ
ソ
ン 

―
日
本
陸
上
競
技
連
盟
・
朝
日
新
聞
社
・ 

鎌
倉
市
・
神
奈
川
陸
上
競
技
協
会
― 

 展
示
概
要 

昭
和
２
９
年
（
１
９
５
４
）
１
２
月
５
日
開
催
。
戦

後
、
初
の
「
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
。
の
ち
の
「
福
岡

国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
。
こ
の
年
の
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
優
勝
者
カ
ル
ボ
ー
ネ
ン
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
を
は
じ

め
ブ
オ
ラ
ッ
カ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
、
ゴ
ル
ノ
（
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
）
ら
５
人
の
外
国
人
招
待
選
手
を
含
め
て
５

０
余
人
の
選
手
が
参
加
し
た
。
優
勝
は
ゴ
ル
ノ
、
２
位

は
カ
ル
ボ
ー
ネ
ン
、
３
位
は
ブ
オ
ロ
ッ
カ
、
４
位
は
崔

（
韓
国
）
、
５
位
に
内
川
（
佐
賀
県
）、
６
位
に
田
辺
（
神

奈
川
県
）
だ
っ
た
。 

当
時
、
鎌
倉
に
は
外
国
人
選
手
を
泊
め
る
ホ
テ
ル
が

な
か
っ
た
の
で
逗
子
の
な
ぎ
さ
ホ
テ
ル
を
宿
泊
所
と

し
た
。
こ
の
他
、
沿
道
の
警
備
、
救
護
な
ど
で
警
察
署
、

医
師
会
の
協
力
を
求
め
る
な
ど
、
競
技
そ
の
も
の
よ
り

も
運
営
全
般
に
わ
た
り
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
総
裁

と
し
て
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
を
迎
え
、
会
長
は
平
沼

亮
三
氏
（
当
時
日
本
陸
連
会
長
・
横
浜
市
長
）
、
名
誉

審
判
長
に
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
金
栗
四
三
氏
、

審
判
長
を
「
鎌
倉
の
陸
上
の
父
」
の
佐
藤
秀
三
郎
氏
が

務
め
た
。 

 

コ
ー
ス
は
鶴
岡
八
幡
宮
二
の
鳥
居
前
を
ス
タ
ー
ト
、

ゴ
ー
ル
と
し
、
若
宮
大
路
―
由
比
ヶ
浜
―
七
里
ヶ
浜
―

遊
行
寺
―
戸
塚
―
柏
尾
町
を
折
り
返
す
と
い
う
起
伏

に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
大
会
当
日
は
土
砂
降
り
の
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ー
ス
の
観
戦
に
熱
心
な
フ
ァ
ン

が
つ
め
か
け
、
沿
道
は
３
０
０
万
余
の
人
々
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。 

 

こ
の
大
会
を
鎌
倉
へ
招
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
昭
和
２
８
年
（
１
９
５
３
）
名
古
屋
で
開

催
さ
れ
た
「
金
栗
賞
朝
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
に
役
員
と

し
て
参
加
し
た
佐
藤
秀
三
郎
氏
が
朝
日
新
聞
社
の
重

役
か
ら
翌
年
に
鎌
倉
市
で
計
画
を
し
て
い
る
国
際
マ

ラ
ソ
ン
と
金
栗
賞
大
会
を
一
緒
に
開
催
し
な
い
か
と

話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
金
栗
賞
大
会
」

は
昭
和
２
２
年
（
１
９
４
７
）
第
１
回
大
会
以
来
、
日

本
マ
ラ
ソ
ン
の
父
と
い
わ
れ
る
金
栗
四
三
の
功
績
を

記
念
、
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
て
毎
年
会
場
を
変
え
各

地
を
巡
回
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
。 

 

当
時
の
鎌
倉
は
、
佐
藤
秀
三
郎
氏
が
居
住
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
熱
が
熱
か
っ
た
。
そ
し
て
、

戦
後
い
ち
早
く
全
国
か
ら
選
手
を
集
め
「
鎌
倉
一
周
駅

伝
」
の
運
営
に
注
力
し
た
矢
島
義
司
郎
氏
（
当
時
日
本

観
光
施
設
協
会
理
事
長
）
、
市
制
１
５
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
国
際
マ
ラ
ソ
ン
を
と
意
欲
的
な
鎌
倉
市
長

草
間
時
光
の
後
押
し
も
あ
り
、
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

だ
。
こ
れ
を
第
１
回
の
朝
日
国
際
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
、

今
後
、
毎
年
鎌
倉
で
と
い
う
期
待
も
込
め
ら
れ
て
、
１

年
が
か
り
で
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。 

 

ゴ
ー
ル
が
町
の
中
心
部
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ゴ
ー
ル

付
近
に
つ
め
か
け
た
観
衆
が
コ
ー
ス
の
中
に
入
り
、
ゴ

ー
ル
イ
ン
す
る
選
手
を
撮
影
し
よ
う
と
す
る
報
道
陣

と
の
間
で
も
み
あ
い
が
起
っ
た
。
こ
の
混
乱
が
後
に
、

国
際
マ
ラ
ソ
ン
は
、
陸
上
競
技
場
を
出
発
点
と
し
、
競

技
場
に
返
る
と
い
う
決
定
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
大
会

は
や
が
て
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
へ
発
展
し
、
再
び
競
技

場
の
な
い
鎌
倉
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と

は
な
い
。 

  

参
照 

＊
『
走
り
つ
づ
け
て 

佐
藤
秀
三
郎
自
叙
』 

「
走
り
つ
づ
け
て
」
刊
行
委
員
会
発
行 

 

制
作
発
行
か
ま
く
ら
春
秋
社 

昭
和
５
８
年
（
１
９
８
３
）
３
月
３
０
日 

＊
『
史
実
鎌
倉
継
走
・
山
下
マ
ラ
ソ
ン
』
島
田
輝
彦
著 

発
行
陸
上
競
技
社 

 

平
成
１
４
年
（
２
０
０
２
）
６
月
２
０
日 
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冷雨をついて七里ヶ浜を行く朝日マラソン 

（神奈川新聞）昭和 29 年（1954）12 月 5 日 

 

コース概略図 大会プログラムより 
昭和 29 年（1954）12 月 5 日 

第
８
回
金
栗
賞
朝
日
マ
ラ
ソ
ン 

鎌
倉
大
会
の
様
子 

                 

       

  

       

昭
和
２
６
年
（
１
９
５
１
）１
月 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
強
化
合
宿 

 

１
９
５
２
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、  

 
 

 

鎌
倉
で
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
、
「マ
ラ
ソ
ン
の
父
」 

金
栗
四
三
氏
監
督
の
も
と
１
０
余
名
が
参
加
し
た
。

第 8 回金栗賞朝日マラソン 

   鎌倉大会プログラム表紙 

外国人招待選手の直筆サインが

残されている。 

(前列右端) ボストンマラソン優勝者 
            山田敬蔵氏 
(後列右端) 金栗四三氏 
(前列左端) 佐藤秀三郎氏 

 

選手の寄書
き 鈴木屋旅館（現在のシャングリラ鶴岡）

に合宿した選手たち 
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》
ミ
ニ
展
示
報
告 

令
和
元
年
度 

《 
① 
追
悼
『
劇
画
師 

植
木
金
矢
』 

【
会
期
】
１
２
月
１
日
～
１
２
月
２
５
日 

【
会
場
】
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
１
階 

 

展
示
概
要 

２
０
１
９
年
（
令
和
元
）
１
０
月
１
１
日
、
植
木
金

矢
氏
（
鎌
倉
市
植
木
在
住
）
が
９
７
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

氏
は
コ
ミ
ッ
ク
誌
で
多
数
の
チ
ャ
ン
バ
ラ
劇
画
を

連
載
し
、
「
劇
画
師
」
と
し
て
生
涯
現
役
を
貫
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
方
、
日
本
画
の
作
品
も
遺
さ
れ
て
い
ま

す
。 鎌

倉
市
中
央
図
書
館
で
は
、
植
木
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
書
画
４
点
を
展
示
し
、
氏
の
多
彩
な
画
業
の
一
端
に

触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

② 

『東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
９
６
４
』 

【
会
期
】
１
月
２
６
日
～
２
月
２
３
日 

【
会
場
】
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
１
階 

展
示
概
要 

昭
和
３
９
年
（
１
９
６
４
）
１
０
月
７ 

日
、
鎌
倉
の
町
を
多
く
の
市
民
の
声
援
を 

受
け
な
が
ら
地
元
高
校
生
に
よ
る
聖
火
ラ 

ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
た
。 

 

午
後
１
２
時
半
頃
、
鎌
倉
市
は
腰
越
橋 

で
藤
沢
市
か
ら
引
き
継
ぎ
、
湘
南
有
料
道 

路
（
現
１
３
４
号
線
）
料
金
ゲ
ー
ト
前
、 

市
営
プ
ー
ル
前
、
江
ノ
電
長
谷
駅
前
、
中 

央
公
民
館
（
現
鎌
倉
警
察
署
）
前
で
中
継 

し
、
小
坪
の
姥
子
台
で
逗
子
市
側
に
バ
ト 

ン
タ
ッ
チ
し
た
。
正
走
者
と
伴
走
者
は
応 

募
の
あ
っ
た
県
立
鎌
倉
高
、
北
鎌
倉
女
高
、 

鎌
倉
学
園
、
聖
ミ
カ
エ
ル
の
高
校
生
１
１ 

５
人
が
参
加
。
市
内
の
所
要
時
間
は
約
１ 

時
間
。
第
１
８
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大 

会
を
迎
え
る
鎌
倉
の
雰
囲
気
を
市
広
報
課 

の
撮
影
し
た
写
真
で
紹
介
。 

     

                           

長谷大仏前に設置
された広告塔 

昭和 39 年（1964）5 月 27 日 

中央公民館（現鎌倉警察署）前 

長谷方面から下馬方面へ  ←   稲瀬川手前から長谷方面へ  ←  湘南有料道路の料金ゲート前   
     ↓ 
下馬四ツ角の交差点を右折  →  下馬四つ角付近に集まった人々        予行演習 

植木金矢氏画「静の舞」 

聖火リレーの様子 
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》
古
写
真
《 

山
ノ
内 

三
島
屋
飯
田
氏
提
供 

 

円
覚
寺
洪
鐘
祭
（
大
が
ね
祭
り
）
昭
和
四
十
年 

円
覚
寺
弁
天
堂
前
に
は
、
鎌
倉
時
代
正
安
三
年
（
１
３

０
１
）
八
月
鋳
造
銘
の
あ
る
見
事
な
洪
鐘
（
釣
り
鐘
）
が

架
け
ら
れ
て
い
る
。
地
元
で
は
六
十
年
に
一
度
、
法
要
と

附
け
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
天
保
十
一
年
（
庚
子
）
八
月
、

明
治
三
十
四
年
（
辛
丑
）
四
月
、
昭
和
四
十
年
（
乙
巳
）

四
月
と
、
災
害
な
ど
の
影
響
で
必
ず
し
も
規
則
的
で
は
な

い
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
明
治
の
華
や
か
な
附
け
祭
り

の
様
子
は
栗
田
要
蔵
作
「
円
覚
寺
弁
才
天
洪
鐘
祭
附
祭
絵

巻
」
に
詳
し
い
。〈
参
照
：「
明
治
卅
四
年
お
お
が
ね
祭
と

先
人
の
足
跡
」
・
福
原
敏
男
「
円
覚
寺
弁
才
天
洪
鐘
祭
附

祭
絵
巻
研
究
成
果
報
告
書
」・
「
青
木
幸
蔵
日
誌
」〉 

東京オリンピック記念 
ピース(煙草)外箱（個人蔵） 

鎌倉駅東口にあったロータリー
を始め、市内各地が花で飾られ
た。 

旧市役所第四分庁舎(現鎌倉生涯
学習センター)に設けられた案内
所。案内所では１日４～５人で外
国人観光客らに対応した。 

１
９
６
４
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

岡
部
武
雄
氏
（
十
二
所
在
住
）
の
思
い
出
の
品
々 

岡
部
氏
は
、
東
京
都
の
職
員
と
し
て
、
東
京
文
化
会
館
建

設
を
初
め
と
し
て
、
都
内
の
学
校
・
図
書
館
の
建
設
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
・
新
都
庁
舎
の
建
設
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
電
気
通
信
分
野
の
技
術
者
と
し
て
長
ら
く
携
わ
っ
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
記
念
す
べ
き
一
コ
マ
と
し
て
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
へ
の
出
向
で
し
た
。
組
織
委
員
会
は
国
立
競
技
場
内
に
事

務
所
が
あ
り
、
岡
部
氏
は
式
典
担
当
と
し
て
、
各
国
の
国
旗

の
管
理
や
入
場
行
進
で
は
ス
ペ
イ
ン
選
手
団
の
先
導
な
ど
に

携
わ
り
ま
し
た
。
展
示
の
記
念
品
は
、
一
年
前
（1

9
6

3

年
）

に
開
か
れ
た
「
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
バ
ッ
ジ
及
び
本
番
で

の
組
織
委
員
会
身
分
証
明
書
、
岡
本
太
郎
デ
ザ
イ
ン
記
念
メ

ダ
ル
、
式
典
委
員
バ
ッ
ジ
、
ワ
ッ
ペ
ン
、
英
語
通
訳
用
バ
ッ

ジ
、
記
念
コ
イ
ン
な
ど
で
す
。 

 

「思い出の時」 

東京オリンピック式典担当として 

張り子の大鐘が山ノ内の沿道を進む。雨に備

えて柿渋を塗ってある。 
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⑥ 

向
陵
塚 

 

東
慶
寺
の
境
内
奥
部
の
墓
域
に
は
、
数 

 
 
 
 
 

多
く
の
文
化
人
・
著
名
人
が
眠
っ
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
最
奥
部
に
、
ど
っ
し
り
と
し

た
岩
の
塊
が
座
し
て
い
る
。
表
面
に
「
向

陵
塚
」
の
三
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

数
十
年
前
に
偶
然
、
東
慶
寺
の
門
前
に
「
向
陵
会
同

窓
会
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
立
て
ら
れ
、
人
が
集
ま
っ

て
い
る
様
子
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
旧
制
一
高
の

関
係
者
が
な
ぜ
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と

思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

塚
の
右
側
の
「
由
来
」
説
明
文
に
は
、
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。 

 

 

我
等
が
こ
こ
に
向
陵
塚
を
建
立
し
た
の
は
、
そ
の
昔
向

陵
の
地
に
寝
食
を
共
に
し
て
学
を
修
め
友
情
を
温
め
た
第

一
高
等
学
校
同
窓
生
の
魂
の
落
ち
着
き
所
と
し
て
永
く
後

世
に
残
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
高
等
学
校
（
通
称
「
一
高
」）
は
明
治
八
年
東
京
英

語
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
同
十
年
東
京
大
学
豫
備
門
と
改

称
更
に
同
十
九
年
第
一
高
等
中
学
校
と
な
り
同
二
十
七
年

第
一
高
等
学
校
と
し
て
そ
の
輝
し
い
歴
史
を
繰
り
広
げ
戦

後
昭
和
二
十
五
年
学
制
改
革
に
よ
り
終
焉
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
明
治
二
十
三
年
本
郷
向
が
丘
（
故
に
我
等
は
「
向

陵
」
と
呼
ぶ
）
の
地
に
校
舎
の
外
に
寄
宿
寮
を
設
け
全
寮

制
の
下
に
切
磋
琢
磨
し
幾
多
の
人
材
を
世
に
送
り
ま
し
た
。 

 
柏
葉
と
橄
欖
を
あ
し
ら
っ
た
校
章
二
本
の
白
線
の
帽
子

は
□
の
世
に
有
名
で
毎
春
行
わ
れ
た
紀
念
祭
や
紀
念
祭
毎

に
生
徒
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
寮
歌
は
満
天
下
を
風
靡
し

ま
し
た
。
寮
歌
の
う
ち
で
も
「
嗚
呼
玉
杯
に
花
う
け
て
」

「
春
爛
漫
の
花
の
色
」「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
等
現
代

で
も
よ
く
唱
わ
れ
て
い
る
歌
が
多
々
あ
り
ま
す
。 

 

今
は
な
き
第
一
高
等
学
校
の
同
窓
生
が
あ
り
し
日
の
良

き
寮
生
活
に
育
ま
れ
た
智
恵
と
正
義
（
ま
こ
と
）
と
友
情

の
絆
を
い
と
お
し
み
永
く
我
等
の
魂
を
と
も
と
も
止
め
ん

と
し
た
所
□
は
か
く
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
二
年
五
月 

 
 
 
 
 
 

向
陵
塚
建
立
世
話
人 

（
□
は
疵
で
欠
） 

こ
の
石
碑
に
は
左
肩
に
斜
め
の
疵
が
入
っ
て
い
て
、

そ
の
部
分
は
字
が
読
み
に
く
い
。
台
風
な
ど
の
災
害
で

木
が
ぶ
つ
か
っ
て
石
板
が
割
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
岩
の
塚
の
裏
に
も
建
立
の
趣
旨
が
、
格
調
高

く
漢
詩
文
風
の
文
章
で
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
魂
ヨ
帰
リ
来
レ
東
西
ニ
南
北
ニ
離
羣
索
居
セ
ル
先

進
同
学
ノ
英
魂
ヨ
天
翔
ケ
リ
来
テ
倶
ニ
一
處
ニ
会
セ

ヨ
…
」
と
始
ま
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
学
生
寮
を

中
心
に
熱
い
学
び
の
場
を
経
て
き
た
エ
リ
ー
ト
達
の

気
概
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
本
郷
弥
生
町
向
ヶ
丘
か
ら
駒

場
へ
の
移
転
（
昭
和
十
年
）
や
友
を
戦
地
へ
送
り
出
し

た
戦
争
の
時
代
を
経
て
、
昭
和
二
十
五
年
に
終
焉
を
迎

え
た
。
無
く
な
っ
た
こ
の
学
校
の
記
念
碑
が
鎌
倉
東
慶

寺
に
建
て
ら
れ
た
背
景
に
は
、
様
々
な
人
の
つ
な
が
り

が
あ
る
。
東
慶
寺
で
行
わ
れ
た
、
あ
る
卒
業
生
の
法
要

の
場
か
ら
話
が
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
東
慶
寺
先
々
代
住

職
の
井
上
禅
定
師
の
お
骨
折
り
が
大
き
い
。
東
京
大
学

イ
ン
ド
哲
学
科
を
卒
業
し
た
禅
定
師
は
、
一
高
の
名
物

教
師
（
ド
イ
ツ
語
）
で
あ
り
書
家
で
あ
っ
た
鎌
倉
在
住

の
菅
虎
雄
氏
の
ご
子
息
と
の
ご
縁
が
深
く
、
塚
の
建
立

に
お
二
人
は
奔
走
さ
れ
た
。
「
向
陵
塚
」
の
題
字
は
、

菅
虎
雄
先
生
の
遺
墨
か
ら
取
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
建
立
世
話
人
代
表
に
「
亀
井
高
孝 

明
治
卅
九

年 

文
卒
・
竹
内
潔 

大
正
二
年
理
卒
・
竹
田
復 

大

正
三
年
文
卒
」
の
名
前
が
あ
る
。
亀
井
氏
は
歴
史
学
者

で
、
「
鎌
倉
市
史
」
編
纂
に
尽
力
さ
れ
「
葦
蘆
葉
の
屑

籠
」
の
著
書
が
あ
る
。
塚
の
設
計
に
は
星
野
昌
一
氏
が

塚の中央縦に「向陵塚」の字 後ろ側に二本の白線 
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係
わ
ら
れ
た
。 

「
向
陵
塚
」
に
は
、
今
は
な
き
学
校
へ
の
想
い
が
詰

ま
り
、
同
窓
生
を
始
め
、
職
員
や
遺
族
も
含
め
た
六
千

数
百
名
の
奇
し
き
縁
で
結
ば
れ
た
向
陵
生
活
関
係
者

の
名
前
が
銅
版
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。（「
鎌
倉
淡

青
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
参
照
） 

 

》
古
文
書
《 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
町
石
渡
家
旧
蔵 

 

 

 

 

売
渡
申
田
證
文
之
事 

一
鶴
岡
御
殿
自
領
永
高
定
納
四
百
文
田
壱
ヶ
所 

 

地
所
ハ
七
ツ
を
さ
ニ
而

尤
本
高
壱
貫
弐
百
文
之
所
宝
永 

 

四
年
亥
砂
荒
ニ
而

永
八
百
文
砂
荒
引
今
高
左
之
通 

 

代
金
四
両
弐
分
ニ
相
定
金
子
不
残
請
取
申
所
実
正
ニ 

 
 

御
座
候
、
年
季
之
儀
者

当
子
ノ
年
ゟ
来
ル
戌
年
迄 

 

拾
ケ
年
ニ
相
渡
し
申
候
、
年
季
明
本
金
返
済
申
候
者 

 

田
無
相
違
御
返
し
可
被
下
候
、
本
金
相
済
不
申
候
内
ハ 

 

何
ケ
年
も
貴
殿
江

御
手
作
可
被
成
候
、
此
田
ニ
付
横
合

ゟ
違
乱
申
者
無
御
座
候
、
然
上
ハ
御
年
貢
貴
殿
方
ゟ 

 

定
納
可
被
成
候
、
反
銭
之
義
ハ
雪
下
名
主
方
江

上
納
可 

 

被
成
候
、
為
後
日
相
渡
証
文
依
而

如
件 

  
 

寛
政
四
年 

 
 
 

 
 

右
門
前 

 
 
 
 

子
二
月 

 
 

売
主 

鉄
右
衞
門 

○印 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

大
蔵
町 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

証
人 

平
左
衞
門 

○印 

 
 
 
 

 

大
坂
屋 

孫
兵
衞
殿 

 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
に
作
成
さ
れ
た
田
の

売
渡
し
証
文
で
あ
る
。
様
々
な
事
情
で
田
畑
の
質
入
れ

売
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
名
に
「
七
ツ
を
さ
」

（
現
在
の
鎌
倉
駅
周
辺
）
と
あ
る
こ
と
、
富
士
山
宝
永

の
噴
火
砂
降
り
の
影
響
で
「
砂
荒
」
「
砂
荒
引
」
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
文
書
で
あ
る
。 

 

》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）
⑥
《 

植
木
職
人 

お
話
：
安
齊
千
鶴
子
さ
ん
（
坂
ノ
下
） 

植
木
職
人
の
草
分
け 

 

坂
ノ
下
に
は
「
安
齊(

斉
・
齋
）
」
姓
の
家
が
多
い
。

同
じ
姓
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
号
や
あ
だ
名
で
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
私
の
父
は
安
齊
政
右
エ
門
（
ま
さ
え
も
ん
）

と
い
っ
て
鎌
倉
で
も
早
く
植
木
屋
を
始
め
、
た
く
さ
ん

の
職
人
さ
ん
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
店
の
名
前
は
「
植

松
」
で
す
が
、
な
ぜ
か
「
え
ん
ど
う
松
ッ
ア
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

う
ち
の
位
牌
に
は
天
保
時
代
の
人
も
入
っ
て
い
ま

す
が
、
祖
父
岩
吉
（
い
わ
き
ち
）
は
明
治
初
め
の
人
で
、

船
を
持
っ
て
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
長
男

の
松
五
郎
も
漁
師
で
し
た
が
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）

８
月
２
５
日
に
海
で
遭
難
し
て
３
５
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
台
風
な
ど
の
嵐
に
遭
遇

し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
安
齊
家
の
跡
取
り
が
亡
く

な
り
、
私
の
父
、
次
男
の
政
右
エ
門
が
家
を
継
い
だ
ん

で
す
が
、
漁
師
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
に
は

向
い
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

政
右
エ
門
は
、
明
治
２
８
年
（
１
８
９
５
）
生
ま
れ
、

植
木
や
造
園
の
技
術
は
ど
こ
か
の
親
方
に
つ
い
た
わ

け
で
も
な
く
、
独
学
で
学
ん
だ
ら
し
い
で
す
。
家
に
植

木
に
関
す
る
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
う
ち
の
庭
も
２

０
歳
の
時
、
初
め
て
造
っ
た
庭
で
す
。
政
右
エ
門
は
、
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勉
強
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
高
等
小
学
校
を
出
て
か

ら
、
近
所
の
子
供
達
を
寺
子
屋
で
教
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
頃
は
、
尋
常
小
学
校
２
年
で
終
わ
り

の
子
も
多
く
、
良
く
て
４
年
ま
で
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

政
右
エ
門
は
生
け
花
（
古
流
）
を
学
ん
で
い
て
、
お
正

月
に
は
床
の
間
の
水
盤
に
松
を
生
け
て
い
た
姿
を
思

い
出
し
ま
す
。
絵
も
字
も
上
手
で
し
た
。 

植
木
職
人
の
朝
は
早
か
っ
た
で
す
。
１
０
人
ほ
ど
の

職
人
さ
ん
に
、
母
は
お
茶
を
出
し
て
い
ま
し
て
、
私
も

学
校
へ
行
く
前
に
手
伝
い
ま
し
た
。
職
人
さ
ん
は
、
極

楽
寺
と
か
地
元
の
人
が
多
く
、
荷
車
や
リ
ヤ
カ
ー
に
脚

立
を
乗
せ
て
仕
事
場
へ
向
か
っ
た
ん
で
す
。
鎌
倉
町
内

６
０
軒
く
ら
い
の
お
得
意
さ
ん
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

父
政
右
エ
門
は
、
お
弟
子
達
が
働
い
て
い
る
現
場
を
自

転
車
や
歩
き
で
、
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
様
子
を
見
て
指
示

を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
し
た
ね
。
松
や
梅
な
ど
大
事

な
木
は
、
自
分
で
や
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
は
出
来
る
弟

子
と
新
し
い
弟
子
を
組
み
合
わ
せ
て
進
行
状
況
を
見

て
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
御
弁
当
は
持
た
ず
、
必
ず

家
に
帰
っ
て
お
昼
を
食
べ
て
ま
し
た
。
着
替
え
て
ち
ょ

っ
と
休
ん
で
ま
た
出
か
け
ま
し
た
。
家
に
い
る
の
は
雨

の
日
だ
け
で
し
た
よ
。 

 

家
に
は
山
形
か
ら
来
た
ね
え
や
が
い
ま
し
た
が
、
母

は
何
か
と
た
い
へ
ん
で
し
た
。
父
は
、
母
親
に
「
お
前

は
子
ど
も
の
教
育
を
し
ろ
。
俺
は
働
く
」
と
言
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 

                           

                           
出征を見送る 高徳院大仏前で、「植松」の半纏で揃う植木職人 

「植松」（安齋本家）の半纏 

虚空蔵堂修復記念 
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「朝田」邸の半纏を着て「鯛」を持
って、八幡宮でお祝いをする職人 

別
荘
の
庭 

お
得
意
さ
ん
に
は
、
土
地
の
旧
家
や
大
き
な
別
荘
が

多
く
て
、
よ
く
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

坂
ノ
下
の
「
大
安
齋
さ
ん
」「
村
田
さ
ん
」「
安
利
さ

ん
」、
長
谷
の
「
平
沼
さ
ん
」、
由
比
ヶ
浜
通
り
の
「
朝

田
さ
ん
」
、
「
武
川
さ
ん
」
、
浄
明
寺
や
二
階
堂
方
面
の

御
屋
敷
な
ど
鎌
倉
中
で
し
た
。
大
き
な
広
い
庭
を
い
つ

も
き
れ
い
に
整
え
て
い
ま
し
た
。
特
に
朝
田
さ
ん
の
土

塀
に
植
え
ら
れ
た
龍
の
ヒ
ゲ
を
極
楽
寺
の
お
じ
さ
ん

が
一
年
中
毎
日
手
入
れ
し
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま

す
。 年

末
に
は
出
入
り
の
お
得
意
さ
ん
か
ら
、
邸
の
名
前

を
染
め
抜
い
た
半
纏
が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
母
が
手

縫
い
で
仕
上
げ
、
正
月
に
は
そ
れ
を
身
に
つ
け
て
挨
拶

に
廻
る
の
が
慣
例
で
し
た
。
朝
田
さ
ん
の
半
纏
は
茶
色

で
し
た
。
職
人
さ
ん
に
は
暮
れ
に
「
植
松
」
の
新
し
い

半
纏
を
渡
し
、
正
月
４
日
に
は
揃
っ
て
挨
拶
に
集
ま
り
、

仕
事
は
５
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

父
政
右
エ
門 

が
い
つ
も
丁
場 

で
筆
で
書
い
て 

い
た
日
誌
が
た 

く
さ
ん
あ
り
ま 

し
た
が
、
ず
い 

ぶ
ん
前
に
捨
て 

て
し
ま
い
ま
し 

た
。 

                   

        

        

         

 

跡
継
ぎ 

政
右
エ
門
に
は
一
人
息
子
の
長
男
が
い
ま
し
た
。
私

の
弟
で
す
。
し
か
し
２
６
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
中

学
卒
業
後
、
家
で
９
年
間
寝
込
ん
で
い
て
、
畳
が
腐
る

ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
頃
は
結
核
が
流
行
っ
て
い
て
、
弟

は
菌
は
な
く
て
、
入
院
は
せ
ず
、
た
だ
家
の
二
階
で
寝

て
い
る
だ
け
で
し
た
。
栄
養
を
取
る
た
め
、
卵
も
牛
乳

も
彼
の
た
め
に
用
意
し
ま
し
た
。 

（上段右より） 

朝田・安利・村田・

武川家 

（下段右より） 

廣田・ 

高崎屋本店大木商店 

御出入りの邸（別荘）から出さ

れた半纏 仕立て前の反物 

（安齊千鶴子氏提供） 

腹かけ・どんぶり 
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良
い
職
人
が
い
て
、
私
の
婿
に
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
人
も
結
核
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
薬
も
あ
り
ま
し
た
が
、
高
く
て
飲
む
人
は
い
な
か

っ
た
で
す
よ
。 

跡
継
ぎ
の
私
は
、
会
社
員
と
結
婚
し
ま
し
た
。
主
人

は
日
曜
日
の
度
に
仕
事
場
へ
連
れ
出
さ
れ
て
、
仕
事
は

覚
え
ま
し
た
が
、
植
木
職
は
継
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

す
か
ら
植
木
屋
は
政
右
エ
門
一
代
で
す
。 

思
い
出
に
残
る
職
人
さ
ん
が
い
ま
す
。
極
楽
寺
か
ら

来
て
い
た
年
配
の
職
人
の
息
子
さ
ん
は
結
婚
し
た
あ

と
、
何
回
も
兵
隊
に
取
ら
れ
、
戦
死
し
て
し
ま
い
、
二

人
の
子
ど
も
さ
ん
達
は
父
親
の
顔
を
知
り
ま
せ
ん
。
奥

さ
ん
の
お
け
い
さ
ん
は
、
海
沿
い
の
大
村
別
荘
（
元
肥

前
大
村
藩
大
村
氏
）
で
長
ら
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
大

村
別
荘
は
、
海
に
面
し
た
霊
山
山
の
下
で
す
。
石
垣
で

囲
ま
れ
広
い
庭
が
あ
り
、
庭
の
真
ん
中
に
井
戸
も
あ
っ

て
、
皆
で
餅
つ
き
を
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
政
右

エ
門
は
、
年
を
取
っ
た
そ
の
、
極
楽
寺
の
職
人
さ
ん
一

家
の
面
倒
を
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
仲
良
く
し
て
い
た
職
人
さ
ん
が
、
そ
の
後
独
立

し
て
今
は
そ
の 

３
代
目
が
「
石 

川
造
園
」
と
し 

て
手
広
く
仕
事 

を
し
て
い
ま
す
。 

 

 

鎌
倉
頌
徳
会
会
員 

政
右
エ
門
は
、
長
生
き
で
、
昭
和
５
４
年
（
１
９
７

９
）
に
８
５
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
２
週
間
位
寝
込

ん
で
ス
ッ
と
ね
。
そ
の
時
の
鎌
倉
市
長
渡
辺
隆
氏
の
弔

辞
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
よ
く
読
ん
だ
こ
と
も

無
か
っ
た
け
れ
ど
…
。 

弔
辞
に
は
「
…
時
代
は
満
州
事
変
か
ら
上
海
事
変
へ

と
戦
争
が
拡
大
さ
れ
た
時
代
に
始
ま
り
、
太
平
洋
戦
争

の
勃
発
に
よ
り
戦
乱
の
坩
堝
の
時
代
、
さ
ら
に
終
戦
直

後
の
食
糧
難
、
住
宅
難
に
あ
え
ぐ
混
乱
の
時
代
に
亘
る
、

ま
さ
に
茨
の
道
の
連
続
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
あ
な

た
は
生
来
の
温
厚
篤
実
な
ご
性
格
と
誰
に
で
も
親
切

に
語
り
か
け
ら
れ
る
面
倒
見
の
良
い
お
人
柄
か
ら
地

域
住
民
の
信
望
き
わ
め
て
厚
く
、
常
に
良
き
相
談
役
と

し
て
、
た
だ
一
念
地
域
の
福
祉
向
上
発
展
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
昭
和
３
１
年
に
頌
徳
会

会
員
と
し
て
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
…
」
と
立
派
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。
長
年
鎌
倉
市
政
に
貢
献

し
た
人
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
「
鎌
倉
頌
徳
会
」
に
迎

え
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
民
生
委
員
と
し
て
生
活
に
困
っ

た
人
の
面
倒
を
よ
く
見
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。 何

の
役
を
や
っ
て
い
た
の
か
、
昭
和
８
年
（
１
９
３

３
）
御
成
小
学
校
が
新
築
さ
れ
た
と
き
に
は
、
挨
拶
を

し
た
ら
し
い
。
政
右
エ
門
３
８
歳
で
し
た
。
ま
た
坂
ノ

下
の
権
五
郎
神
社
に
神
主
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
と
き
、

八
幡
宮
さ
ん
か
ら
宮
司
さ
ん
を
招
く
お
世
話
を
し
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。 

植
木
職
人
の
仕
事
は
、
７
５
歳
く
ら
い
で
退
い
た
と

思
い
ま
す
。（
２
０
１
９
年
１
１
月 

聞
き
手
・
平
田
） 

 

【
後
記
】 

昨
年
平
成
三
十
一
年
令
和
元
年
に
は
、
図
書
館
内
で

三
階
多
目
的
室
が
「
書
庫
」
に
な
り
、
近
代
史
資
料
室

が
多
目
的
室
と
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
室
に
、
近
代
史

資
料
室
は
事
務
室
内
へ
移
転
と
な
り
ま
し
た
。 

同
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ

て
資
料
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
資
料
の
整
理

公
開
を
進
め
、
皆
様
に
よ
り
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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【
夏
場
は
材
木
座
海
岸
で
貸
し
ボ

ー
ト
・
浮
き
輪
の
商
い
を
し
た
】 

 


